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【視察調査報告書】 

会 派 名 八王子市議会公明党 

参 加 議 員 
村松 徹、中島正寿、美濃部弥生、渡口 禎、久保井博美、日下部広志      

森重博正、古里幸太郎 

日 程 2024 年 7月 11 日(木) 

詳 細 

視察日及び視察先 同 上 新宿区子ども総合センター 

視 察 内 容 児童虐待相談体制における東京都・新宿区の連携強化について 

概 要 

新宿区は 2023 年 7 月に東京都児童相談センターの建物内に新宿区子ども総合

センター分室(以下、分室)を設置し、児童虐待対応の迅速化や東京都と区で切

れ目のない支援等を実現。同じ職場で連携を強化し児童や家庭をより早く適切

な支援につなぎ、児童虐待を予防し重篤化を防ぐ取組が効果をあげている。 

所 感 等 

 

(意見・課題・ 

本市への反映など) 

『子供家庭支援センターと児童相談所の共有ガイドライン(東京ルール)』を

活用し、東京都、新宿区における両者間の「連絡・調整」が行われているが、

後者の総合センター分室としては主な業務として、都から区への「送致(引継

ぎケース)」に関与している。関連する分室の具体的業務としては、東京都の

児童相談所(以下、都児相)で受付した虐待相談ケースにおける相談歴などの情

報等に関する事前協力、上記引継ぎケースの協議と受理のほか、都児相で開催

される各種会議へのオブザーバー参加、「新宿区子ども家庭・若者サポートネ

ットワーク」を活用した相談支援などがある。 

 こうした対面での連携業務を通じて、虐待対応の迅速化、都区で切れ目のな

い支援の実現、職員のスキルアップ等の効果が感じられるが、今後も引き続き

人材の確保や養成は課題であるとのことであった。本市も新宿の取組も参考に

しながら、児相再編で八王子が単独となるにあたり、最良のあり方はどうなる

のか、大変示唆に富んだ内容を提供していると考える。 

視察の様子 
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【視察調査報告書】 

会 派 名 八王子市議会公明党 

参 加 議 員 
【議員】 ９名 村松徹、五間 浩、中島正寿、美濃部弥生、渡口禎、 

久保井博美、日下部広志、森重博正、古里幸太郎 

日 程 令和６年（2024 年）７月 11 日（木）14：00～15：30 

詳 細 

視察日及び視察先 
７月 11 日（木）  東京都 中野区 

「みらいステップなかの」（中野区中央一丁目４１番２号） 

視 察 内 容 中野区児童相談所について 

概 要 

●中野区は、東京都区部の西部に位置する人口約３３万人、面積１５.５９ 

㎢の地方自治体（特別区）。 

 

●平成２８年６月の児童福祉法改正で、希望する特別区（東京２３区）は、政

令の指定を受けて児童相談所が設置できるように規定されたことから、中野区

では令和４年４月に特別区としては５番目に児童相談所を設置した。 

 

●以前は、東京都児童相談所（杉並区）の管轄内であったが、中野区として単

独の設置・運営となる。 

 

●中野区児童相談所は、①中野区立小中学校再編計画（第２次）に基づく統合

新校の整備、②新しい中野をつくる１０か年計画（第３次）に基づき、高層化

による敷地の有効活用を図り、図書館や子ども家庭支援センター、教育センタ

ー等を複合併設する形で設置されている（複合棟の名称＝「みらいステップな

かの」）。 

 

●「みらいステップなかの」の施設概要は、下記の通りである。 

 階層：   地上１０階 

構造：   鉄骨造、鉄筋コンクリート造 

敷地面積： 約９，９７０㎡ 

延床面積： 約１７，８２９㎡ 

主な施設： 子ども・若者支援センター、児童相談所、教育センター、 

中野東中学校、中野東図書館等 

建築面積： 約３，７８０㎡ 

 

●子ども・若者支援センターでの総合相談（子ども・若者相談課が担当＝１８

歳未満の子どもとその家庭に関する相談）、若者相談（同＝義務教育終了後か

ら４０歳未満の若者とその家族に関する相談）、児童虐待相談（児童相談所が

担当）による一体的な運営で、より切れ目のない効果的な相談・支援を実施し 
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ている。 

 

●区児童相談所になってからの変化については、①初動から一貫したより迅速

な対応と意思決定、②地域と連携したきめ細かい支援の実現、③児童相談所の

専門機能が区民の身近に、④一時保護所の運営などで事業効果が認められると

している。 

 

●区児童相談所の課題としては、①児童相談機能の維持向上（相談対応件数に

応じた職員の確保・育成等）、②児童相談所業務の改善（業務の効率化、質の

向上を図るための検討等）、③児童福祉法の改正に伴う対応（児童相談所が行

う措置等の決定時の子どもからの意見聴取等）などが挙げられるとしている。 

 

所 感 等 

 

(意見・課題・ 

本市への反映など) 

●中野区が区単独で実施している児童相談所の事業は、子ども・若者支援セン

ターをはじめ関連機関と一体となった取り組みであり、力強く、先進的な事例

として感銘を覚えた。 

 

●八王子市には東京都八王子児童相談所があり、現在、八王子市、日野市、町

田市を管轄地域として運営が行われている。 

 

●八王子市は、平成２７年の中核市移行で児童相談所設置の権限を持つに至っ

たが、市として単独設置の結論は出ていない現状である。この度の視察を参考

として、八王子市独自の児童相談所設置に向けた議論を深めて参りたい。 

 

視察の様子 

 

●別紙の通り  
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